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所蔵資料の貸出

５月２１日(日)に第１１２回文化財めぐりを行いました。今

回は市内の高野本郷、高野山西地区を中心に古墳など

の遺跡や地元の神社を見学しました。当日は５月にして

は季節外れの30度を超える暑い日になりましたが、みな

さん汗をかきながらも新緑の一日ハイキングを楽しんで

おられました。
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岡uj県立博物館へ貸出
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藤

大阪歴史博物館へ貸出

大阪歴史博物館で開催された特別展「渡

来人いずこより」（会期：４月26日㈱～６月１２

日(月)）は、近畿地方やその近隣地域で出土

した朝鮮半島に関係する資料で構成され、

具体的な交流を描いた展覧会でした。当館
かなはし

力､らは、西吉田北1号墳出土の鉄甜などを貸

し出しました。
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沙

岡山県立博物館で開催された

企画展「江戸時代の岡山の学び

-教育県の源流一」（会期：５月２

５日附～７月２日(日)）は、江戸時代

を中心に、県内各所で行われた

人々の学びに関わる文化財を取り

上げた展覧会でした。当館から、

津山藩の藩校だった修道館の肩

額など１５点を貸し出しました。
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旧
大
庄
屋
の
士
族
編
入
願

資料紹介 津博２０１７．７Ｎｏ．９３

３

こ
の
資
料
は
江
戸
時
代
津
山
藩
の
大
庄
屋
を
勤
め
て
い
た
中
島
家
に
伝
わ
る
士
族
編
入

願
の
草
稲
で
す
。
明
治
弘
年
の
、
付
と
な
っ
て
お
り
、
津
山
藩
で
大
庄
屋
を
勤
め
て
い
た

家
の
中
か
ら
８
人
の
連
名
で
申
請
さ
れ
て
い
ま
す
。

津
山
藩
の
大
庄
屋
は
、
遡
る
と
戦
国
時
代
の
美
作
国
内
の
国
侍
を
先
祖
に
持
つ
家
が
多

く
あ
り
ま
す
が
、
江
戸
時
代
は
あ
く
ま
で
百
姓
と
し
て
扱
わ
れ
て
い
ま
し
た
。
そ
れ
は
森

忠
政
が
美
作
岡
入
府
の
際
、
国
侍
を
武
士
と
し
て
得
し
抱
え
ず
、
百
姓
と
し
た
た
め
で
し
た
。

そ
の
代
わ
り
に
頭
百
姓
と
し
て
他
の
百
姓
に
対
し
優
位
性
を
与
え
、
そ
の
中
か
ら
大
庄
屋

な
ど
の
要
職
を
任
命
し
ま
し
た
。
そ
の
後
松
平
家
の
時
代
と
な
っ
て
も
、
そ
の
待
遇
は
基

本
的
に
引
き
継
が
れ
て
い
き
ま
す
。

し
か
し
こ
の
草
稿
で
は
、
大
庄
屋
と
は
単
な
る
百
姓
で
は
な
く
、
士
分
に
準
ず
る
郷
士

で
あ
っ
た
こ
と
が
述
べ
ら
れ
て
お
り
、
当
時
Ⅲ
大
庄
屋
達
が
大
庄
屋
と
い
う
立
場
を
ど
の

よ
う
に
認
識
し
て
い
た
か
を
う
か
が
い
知
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
こ
れ
ら
の
主
張

を
補
完
す
る
た
め
、
津
山
藩
主
で
あ
っ
た
松
平
家
に
対
し
、
申
請
者
の
家
は
士
分
に
準
じ

た
扱
い
を
し
て
い
た
事
を
証
明
す
る
よ
う
願
い
出
る
草
稿
も
こ
の
家
の
資
料
に
残
さ
れ
て

い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
願
い
が
作
ら
れ
た
の
は
、
明
治
５
年
、
明
治
政
府
が
郷
士
家
筋
曲
緒
あ
る

者
は
士
族
に
入
籍
す
る
こ
と
と
し
た
た
め
だ
と
思
わ
れ
ま
す
。
で
は
な
ぜ
こ
の
編
入
願
い

は
こ
の
時
期
に
作
ら
れ
な
か
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。
明
治
６
年
に
美
作
国
内
で
同
様
な
家

柄
の
家
の
士
族
編
入
願
が
認
め
ら
れ
た
例
は
あ
る
と
し
つ
つ
も
、
草
稿
に
は
「
其
当
時
ハ

帰
農
入
商
ノ
向
モ
有
之
場
合
一
一
テ
士
族
編
入
願
ノ
儀
モ
如
何
敷
卜
差
如
候
」
と
あ
り
、
当

時
士
族
の
「
帰
農
入
商
」
の
風
潮
に
逆
ら
い
、
あ
え
て
士
族
編
入
を
願
い
出
る
の
は
よ
く

な
い
と
判
断
し
た
た
め
と
し
て
い
ま
す
。

そ
し
て
そ
の
後
、
明
治
鋤
年
代
に
な
る
と
秩
禄
処
分
の
内
容
に
不
満
を
持
つ
者
の
再
審

運
動
に
対
し
、
家
禄
賞
典
禄
処
分
法
、
つ
い
で
家
禄
賞
典
禄
処
分
法
施
行
法
が
制
定
さ
れ
、

再
審
の
巾
諦
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
時
期
が
や
っ
て
き
ま
す
。
明
治
弘
年
に
草
稿
が
作
ら

れ
た
の
も
、
川
大
庄
屋
達
が
こ
う
い
っ
た
時
代
の
変
化
を
好
機
と
捉
え
た
た
め
な
の
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。

大
庄
屋
で
あ
っ
た
家
の
多
く
は
明
治
時
代
以
降
も
地
域
の
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
津
山
の
産

業
、
金
融
な
ど
を
牽
引
し
て
い
く
存
在
と
な
っ
て
い
き
ま
す
。
す
で
に
こ
の
頃
に
は
士
族
と

平
民
と
の
間
に
制
度
的
な
格
差
は
ほ
ぼ
無
く
な
っ
て
い
ま
し
た
が
、
そ
う
い
っ
た
中
で
あ
え

て
士
族
に
こ
だ
わ
る
姿
の
中
か
ら
、
旧
大
庄
屋
の
家
に
対
す
る
自
負
心
が
見
え
て
き
ま
す
。
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写真２：当館所蔵「津山藩松平家火消行列絵巻」

藩主騎馬の部分
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は
じ
め
に

５
月
半
ば
に
岡
山
県
下
に
お
い
て
新

聞
各
紙
①
で
も
報
じ
ら
れ
ま
し
た
が
、
旧

津
山
藩
松
平
家
が
作
成
し
た
火
消
行
列

絵
巻
「
浅
草
御
職
防
火
隊
行
列
図
巻
」
（
写

真
１
）
が
、
ア
メ
リ
カ
・
ユ
タ
州
の
ブ
リ

ガ
ム
・
ヤ
ン
グ
大
学
付
属
図
書
館
で
所
蔵

さ
れ
て
い
る
こ
と
が
、
こ
の
た
び
判
明
し

ま
し
た
。

こ
の
絵
巻
は
、
安
政
６
年
（
１
８
５
９
）

４
月
に
浅
草
米
蔵
の
防
火
番
を
群
府
か

ら
命
じ
ら
れ
た
松
平
家
が
防
火
の
た
め

出
動
し
た
時
の
行
列
を
描
い
て
全
５
巻

の
巻
物
に
仕
立
て
た
も
の
で
す
。
同
じ
内

容
の
絵
巻
「
津
山
藩
松
平
家
火
消
行
列
絵

巻
」
（
写
真
２
）
②
が
当
館
に
も
あ
り
ま
す

が
、
こ
ち
ら
は
欠
落
に
よ
り
３
巻
の
み
と

な
っ
て
い
ま
す
（
以
下
、
区
別
の
た
め
ブ

リ
ガ
ム
・
ヤ
ン
グ
大
学
付
属
図
書
館
所
蔵

の
絵
巻
は
「
Ｂ
Ｙ
Ｕ
本
」
、
当
館
所
蔵
の

絵
巻
は
「
津
山
本
」
と
略
記
）
。

Ｂ
Ｙ
Ｕ
本
の
由
緒
来
歴
に
つ
い
て
は
、

資
産
家
の
ハ
リ
ー
．
Ｆ
・
ブ
ル
ー
ニ
ン
グ

が
１
９
４
９
（
昭
和
型
）
年
に
チ
ャ
ー

ル
ズ
・
タ
ト
ル
（
ア
メ
リ
カ
の
出
版
経
営

者
で
戦
後
に
来
日
し
て
古
非
を
輸
出
）
か

ら
購
入
し
た
記
録
③
は
あ
る
の
で
す
が
、

そ
れ
以
前
の
由
来
は
不
明
で
す
。
１
９
６

５
（
昭
和
狐
）
年
に
ブ
リ
ガ
ム
・
ヤ
ン

グ
大
学
付
属
図
書
館
が
ブ
ル
ー
ニ
ン

グ
・
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
大
半
を
購
入
し
て

写真１：ブリガム・ヤング大学所蔵「浅草御蔵防

火隊行列図巻」藩主騎馬の部分（BrighamYoung

UniversityLTomPerrySpecialCollections）

４
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形
態
・
巻
数
な
ど
の
比
較

ま
ず
、
形
態
や
巻
数
な
ど
外
形
上
の
特

徴
を
比
較
し
ま
す
。
絵
巻
各
巻
の
天
地
幅

に
つ
い
て
は
、
表
１
の
と
お
り
で
す
。
ど

ち
ら
も
巻
物
で
あ
る
こ
と
に
変
わ
り
は

な
い
の
で
す
が
、
津
山
本
は
軸
や
巻
紐
の

無
い
簡
易
な
表
装
で
あ
り
、
作
成
時
で
は

二
つ
の
津
山
藩
松
平
家
火
消
行
列
絵
巻
の
比
較

ｌ
ア
メ
リ
カ
に
渡
っ
た
絵
巻
の
存
在
判
明
に
寄
せ
て
Ｉ

現
在
に
至
っ
て
い
ま
す
。

購
入
後
も
手
付
か
ず
で
埋
も
れ
て
い

た
こ
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
は
、
２
０
０
４

（
平
成
肥
）
年
か
ら
日
本
文
化
に
関
心

の
あ
る
教
員
に
よ
っ
て
紹
介
・
利
用
さ
れ

始
め
、
現
在
で
は
同
大
学
准
教
授
の
ジ
ャ

ッ
ク
・
ス
ト
ー
ン
マ
ン
氏
が
学
生
と
共
に

調
査
研
究
を
進
め
て
い
ま
す
。
昨
年
秋
に

当
館
で
開
催
し
た
特
別
展
「
行
列
を
組
む

武
士
た
ち
」
の
図
録
表
紙
の
画
像
を
ネ
ッ

ト
上
で
偶
然
発
見
し
た
同
氏
か
ら
メ
ー

ル
に
よ
る
問
い
合
わ
せ
を
受
け
、
そ
れ
ぞ

れ
の
画
像
を
比
較
す
る
な
ど
し
た
結
果
、

同
じ
内
容
の
絵
巻
で
あ
る
と
判
明
し
ま

し
た
。同

大
学
で
は
、
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
に
関
す

る
調
査
結
果
を
ま
と
め
た
図
録
の
刊
行

を
計
画
中
と
の
こ
と
で
、
今
後
も
相
互
に

情
報
交
換
を
し
な
が
ら
、
二
つ
の
絵
巻
の

調
査
研
究
を
進
め
て
い
く
こ
と
を
確
認

し
ま
し
た
。
そ
こ
で
本
稲
で
は
、
調
査
研

究
の
手
始
め
と
し
て
、
二
つ
の
絵
巻
を
詳

し
く
比
較
検
討
し
て
み
ま
す
。

無

な
く
後
年
の
表
装
の
よ
う
に
見
受
け
ら

れ
る
④
の
に
対
し
て
、
Ｂ
Ｙ
Ｕ
本
は
巻
物

と
し
て
の
通
常
の
表
装
で
仕
立
て
ら
れ

て
い
ま
す
。

そ
し
て
、
津
山
木
は
現
状
で
全
３
巻
、

い
ず
れ
に
も
外
題
が
あ
り
ま
せ
ん
。
各
巻

の
本
紙
の
冒
頭
に
は
「
右
同
断
／
二
番
手

御
人
数
引
取
行
列
之
図
」
「
右
同
断
／
三

番
手
御
人
数
引
取
行
列
之
図
」
「
右
同
断

／
御
出
馬
御
引
取
御
行
列
之
図
」
と
記
さ

れ
て
お
り
、
昨
秋
の
特
別
展
の
開
催
時
に

も
「
右
同
断
」
の
内
容
を
省
略
せ
ず
に
記

載
し
た
一
番
手
の
行
列
図
が
失
わ
れ
た

も
の
と
推
測
⑤
し
て
い
ま
し
た
。

こ
れ
に
対
し
て
、
Ｂ
Ｙ
Ｕ
本
は
全
５
巻

で
、
全
て
に
「
浅
草
御
職
防
火
隊
行
列
図

巻
」
と
い
う
外
題
が
あ
り
、
「
ご
～
「
五
」

の
巻
数
も
併
記
さ
れ
、
第
五
巻
に
は
「
附

録
」
と
の
表
記
も
見
ら
れ
ま
す
。
本
紙
冒

頭
の
記
載
を
確
認
す
る
と
、
第
二
～
四
巻

は
津
山
本
の
記
救
に
一
致
し
、
第
一
巻
は

小
島
徹

表１：二つの絵巻の外形上の比較

、
手
手
手

番
番
番

一
一
一
一
一
一

藩主出馬

附録

表装

収納箱

津山本

有無

有
有
有
無

仮表装

無

(仮の紙箱に収納）

天地幅(c､）

２６．０

２７．０

２９．５

ＢＹＵ本

有無

有
有
有
有
有

本表装

白木の箱

(外題と同じ墨書）

天地幅(c､）

26.6

26.6

26.6

26.6

26.6



の
で
す
。

な
お
、
家
中
の
火
事
装
束
の
粗
絵
図
に

つ
い
て
も
、
津
山
藩
松
平
家
文
書
の
中
に
、

ほ
ぼ
同
じ
内
容
の
資
料
が
含
ま
れ
て
い

た
こ
と
が
確
認
⑦
で
き
ま
し
た
。

津博２０１７．７Ｎｏ．9３研究ノート

行
列
の
順
序
と
内
容

い
よ
い
よ
、
絵
巻
に
描
か
れ
た
内
容
そ

の
も
の
に
相
違
が
無
い
か
を
確
認
し
ま

す
。
ま
ず
は
、
行
列
の
順
序
や
人
物
・
物

品
の
多
少
を
チ
ェ
ッ
ク
し
た
と
こ
ろ
、
全

体
的
に
は
お
お
む
ね
一
致
す
る
の
で
す

が
、
前
者
に
つ
い
て
は
二
番
手
と
三
番
手

の
最
後
尾
の
騎
馬
と
そ
の
周
辺
に
差
異

（
家
老
か
大
目
付
か
）
が
、
後
者
に
つ
い

表２：供立帳・行列絵巻の順序の比較

釣j睡杢_________ー
水汲由間5人一_‐

「
浅
草
御
蔵
火
之
御
番
／
萱
番
手
御
人

数
引
取
行
列
之
図
」
、
第
五
巻
の
附
録
は

「
安
政
六
己
未
年
四
月
廿
六
日
／
浅
草

御
蔵
火
之
御
番
被
為
蒙
仰
候
節
夫
々
江
左

之
通
」
と
あ
り
ま
す
。

Ｂ
Ｙ
Ｕ
本
の
第
五
巻
（
附
録
）
に
つ
い
て

津
山
本
に
は
見
ら
れ
な
い
附
録
で
す

が
、
こ
こ
に
は
絵
巻
そ
の
も
の
の
解
説
と

も
言
え
る
文
字
情
報
が
詳
細
に
記
赦
さ

れ
て
お
り
、
後
述
す
る
絵
の
内
容
も
さ
る

こ
と
な
が
ら
、
附
録
の
記
載
内
容
を
確
認

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
Ｂ
Ｙ
Ｕ
本
が
津
山

藩
松
平
家
の
火
消
行
列
図
で
あ
る
と
断

定
で
き
た
の
で
す
。

一
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そ
の
記
載
内
容
は
、
安
政
６
年
４
月

調
日
に
浅
草
米
蔵
の
防
火
番
を
命
じ
ら

れ
た
際
の
家
中
で
の
指
示
事
項
と
、
家
中

の
火
事
装
束
の
粗
絵
図
と
に
大
別
で
き

ま
す
。
こ
の
日
付
で
津
山
藩
松
平
家
は
、

幕
府
か
ら
浅
草
米
蔵
の
防
火
番
を
命
じ

ら
れ
て
い
ま
す
の
で
、
こ
れ
だ
け
で
も
大

き
な
証
拠
と
言
え
る
の
で
す
が
、
こ
こ
に

記
さ
れ
て
い
る
指
示
事
項
の
文
面
は
、
幕

府
の
命
を
受
け
た
当
日
お
よ
び
翌
日
の

松
平
家
の
「
江
戸
Ｈ
記
」
⑥
の
記
述
と
一

致
し
て
い
ま
す
。
で
す
か
ら
、
こ
の
附
録

が
総
体
と
し
て
、
Ｂ
Ｙ
Ｕ
本
の
内
容
特
定

に
役
立
っ
た
ば
か
り
で
な
く
、
津
山
本
に

描
か
れ
た
行
列
の
時
期
も
特
定
さ
れ
た

届
③
．

表２：供立帳・行列絵巻の順序の比較

も
ち
ぶ

て
は
藩
主
の
後
方
の
跡
箱
の
持
夫
の
人

数
に
差
異
（
２
人
か
４
人
か
）
が
見
付
か

り
ま
し
た
。
行
列
の
順
序
・
内
容
に
関
し

て
は
、
津
山
藩
松
平
家
文
書
の
中
に
火
消

行
列
の
供
立
帳
が
３
種
③
あ
り
ま
す
の
で
、

そ
れ
ら
と
も
比
較
・
照
合
し
ま
し
た
。
そ

の
結
果
が
表
２
で
す
。

供
立
帳
３
種
を
比
べ
る
と
、
文
政
哩

年
（
１
８
２
９
）
・
嘉
永
５
年
（
１
８
５

２
）
に
は
大
差
が
あ
り
ま
せ
ん
（
藩
主
用

の
乗
物
の
有
無
の
み
）
が
、
天
明
３
年
（
１

７
８
３
）
は
他
の
２
種
と
様
相
を
異
に
し

り
ゅ
う
ど
す
い

ま
す
。
端
的
に
一
一
一
一
口
え
ば
龍
吐
水
の
有
無
の

違
い
で
、
松
平
家
に
お
い
て
は
天
明
３
年

～
文
政
廻
年
の
間
に
火
消
行
列
に
龍
吐

、’

坐
侭
醒
斗
ノ
ー
鈍
延
一
二
．
当
こ
一
剖
列
型
一
斗
メ
ー
ゴ
ノ
》
に
肱
一
一
二
』
ゴ
ノ
一
句
少
エ
サ
ご
全
普
，
耶
坐
］
匪
火
瀞
ｒ
ｆ
Ｚ
Ｅ
Ａ
ｒ
野
４
人
望

一
番
手
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』

耐

本
の
方
が
よ
り
省
略
さ
れ
て
描
か
れ
て

い
ま
す
（
写
真
１
．
２
．
７
．
８
）
。
そ

と
び
ぐ
ち

れ
か
ら
、
一
一
番
手
・
』
赤
一
番
手
で
鳶
口
を
手

に
持
っ
た
哩
人
の
鳶
を
見
る
と
、
津
山は

っ

味
で
は
火
事
羽
織
の
下
に
着
込
ん
だ
法

被
の
柄
が
、
先
頭
の
２
人
以
外
は
省
略
さ

れ
て
い
ま
す
（
写
真
９
．
ｍ
）
。

そ
れ
か
ら
、
津
山
本
に
は
貼
紙
に
よ
る

修
正
箇
所
が
散
見
さ
れ
ま
す
。
単
な
る
大

き
さ
や
バ
ラ
ン
ス
の
修
正
も
見
ら
れ
る

か
ち

の
で
す
が
、
特
確
す
べ
き
修
正
は
徒
お
よ

び
徒
Ｈ
付
の
服
装
で
す
。
Ｂ
Ｙ
Ｕ
本
を
見

る
と
、
黒
い
鋤
付
き
の
兜
を
か
ぶ
り
、
黒

の
火
事
羽
織
を
羽
織
っ
て
胸
元
に
は
胸

当
が
見
え
る
の
で
す
が
、
津
山
本
で
は
当

初
、
陣
笠
・
火
事
羽
織
・
胸
当
無
し
で
描

き
、
貼
紙
で
修
正
し
た
り
修
正
の
途
中
で

あ
っ
た
り
し
ま
す
。

そ
れ
以
外
に
も
、
津
山
本
で
は
天
地
幅

の
異
な
る
紙
の
継
ぎ
足
し
の
ほ
か
、
色
の

塗
り
残
し
や
は
み
出
し
も
一
部
に
見
ら

れ
ま
す
。
こ
う
し
た
修
正
や
塗
り
残
し
・

は
み
出
し
は
、
Ｂ
Ｙ
Ｕ
本
で
は
確
認
で
き

ま
せ
ん
。

写
真
３
．
４
亜
津
山
本
の
二
番
手
（
上
）
と

三
番
手
の
継
ぎ
間
違
い
（
矢
印
の
箇
所
）

内
容
比
較
の
ま
と
め

以
上
の
絵
巻
の
内
容
比
較
を
ま
と
め

る
と
、
次
の
と
お
り
で
す
。

Ｉ
・
津
山
本
で
は
、
継
ぎ
間
違
い
に
よ
っ

て
二
番
手
と
三
番
手
の
後
半
部
分
が

入
れ
替
わ
っ
て
い
る
。

Ⅱ
、
Ｂ
Ｙ
Ｕ
本
に
比
べ
て
、
津
山
本
は
省

略
や
修
正
が
多
い
。

Ｉ
に
つ
い
て
は
、
お
そ
ら
く
作
成
後
の
保

管
上
の
不
備
に
よ
る
も
の
と
思
わ
れ
ま

写真６：津山本の三番手行列先頭部写真５：BYU本の三番手行列先頭部

i 画

ｂＸ

水
が
加
え
ら
れ
、
そ
れ
と
近
い
時
期
に
行

列
の
内
容
を
大
幅
に
見
直
し
た
で
あ
ろ

う
様
子
が
う
か
が
え
ま
す
。

そ
し
て
、
供
立
帳
と
絵
巻
と
を
比
べ
る

と
、
嘉
永
５
年
の
供
立
帳
と
Ｂ
Ｙ
Ｕ
本
の

絵
巻
が
ほ
ぼ
合
致
⑨
し
ま
す
。
先
に
確
認

し
た
と
お
り
、
Ｂ
Ｙ
Ｕ
本
は
安
政
６
年
の

防
火
番
の
行
列
を
描
い
て
い
る
の
で
、
幕

末
の
加
年
足
ら
ず
の
間
に
内
容
の
相
違

が
見
ら
れ
な
い
の
は
、
不
自
然
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
し
か
し
、
津
山
本
と
Ｂ
Ｙ
Ｕ
本

と
の
間
に
は
相
違
が
あ
り
、
津
山
本
と
合

致
す
る
供
立
帳
は
存
在
し
ま
せ
ん
。
こ
の

点
に
つ
い
て
は
、
津
山
本
の
仮
表
装
と
い

う
状
態
を
考
え
合
わ
せ
る
と
、
仮
表
装
時

な
ど
に
継
ぎ
間
違
い
が
起
き
た
の
で
は

な
い
か
と
推
測
し
ま
す
。
表
２
の
二
番

手
・
三
番
手
の
色
塗
り
箇
所
を
ご
臆
く
だ

さ
い
。
黄
色
ど
う
し
・
薄
紫
色
ど
う
し
の

区
間
は
順
序
・
内
容
が
一
致
し
ま
す
。
で

す
か
ら
、
津
山
本
で
は
二
番
手
と
三
番
手

の
後
半
部
分
が
そ
っ
く
り
そ
の
ま
ま
入

れ
替
わ
っ
て
い
る
の
で
す
。
実
際
に
、
津

山
本
の
そ
の
部
分
に
は
紙
継
ぎ
が
見
ら

れ
ま
す
（
写
真
３
．
４
）
。
二
番
手
と
三

番
手
の
行
列
内
容
は
似
通
っ
て
い
る
の

で
、
混
乱
が
生
じ
や
す
い
と
思
わ
れ
ま
す
。

ひ
ょ
っ
と
す
る
と
、
仮
表
装
前
の
津
山
本

は
、
継
ぎ
目
が
は
が
れ
て
い
く
つ
か
に
分

離
し
て
い
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

な
お
、
跡
箱
の
持
夫
の
人
数
は
、
Ｂ
Ｙ

Ｕ
本
４
人
・
津
山
本
２
人
で
す
が
、
両
者

と
も
に
「
御
跡
箱
二
シ
／
御
手
廻
り
四
人
」

こ
と
ば
が
き

と
の
詞
書
が
見
ら
れ
、
津
山
本
で
省
略
し

た
か
描
き
忘
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

１

Ｚ

固
●
』

描
き
方
の
相
違

続
い
て
、
絵
の
描
き
方
の
相
違
を
確
認

し
ま
す
。
一
つ
は
、
津
山
本
で
は
紋
が
省

略
さ
れ
た
箇
所
が
多
い
と
い
う
点
で
、
こ

れ
が
最
も
よ
く
目
に
付
く
違
い
で
す
。
火

消
行
列
の
各
所
で
は
色
や
大
き
さ
の
違

う
提
灯
が
様
々
に
用
い
ら
れ
て
い
ま
す

が
、
Ｂ
Ｙ
Ｕ
本
で
は
い
ず
れ
に
も
松
平
家

の
三
葉
葵
紋
が
見
ら
れ
る
の
に
対
し
、
津

山
本
で
は
円
形
の
み
を
描
い
て
省
略
さ

れ
て
い
ま
す
（
写
真
１
．
２
．
５
．
６
）
。

ま
と
い

こ
れ
に
関
連
し
て
、
纏
の
描
き
方
に
も

差
異
が
あ
り
ま
す
。
一
～
三
番
手
の
行
列

先
頭
に
は
大
纏
、
藩
主
出
馬
行
列
の
先
頭

に
は
小
纏
が
あ
り
、
Ｂ
Ｙ
Ｕ
本
で
は
先
端

さ
お
ど
め

の
竿
留
に
は
金
色
に
塗
ら
れ
た
一
二
葉
葵

紋
の
作
り
物
が
誇
ら
し
く
掲
げ
ら
れ
て

い
る
の
で
す
が
、
津
山
本
で
は
金
色
で
は

な
く
黄
色
の
蒲
色
で
済
ま
せ
、
小
継
に
至

っ
て
は
紋
も
省
略
し
て
あ
り
ま
す
姫
》
婚
ら

に
は
、
紋
の
下
に
あ
る
円
筒
形
の
髄
目
の

作
り
物
も
、
Ｂ
Ｙ
Ｕ
本
で
は
篭
目
の
透
け

具
合
ま
で
忠
実
に
描
い
て
い
る
の
に
対

し
て
、
津
山
本
で
は
寵
目
こ
そ
黒
で
線
引

き
し
て
い
ま
す
が
、
全
体
を
黄
色
で
べ
夕

塗
り
し
て
い
ま
す
（
写
真
５
．
６
）
。
そ

の
他
、
藩
主
の
前
後
に
並
ぶ
先
箱
・
跡
箱

の
箱
の
蓋
に
描
か
れ
た
紋
も
、
津
山
本
で

は
黄
色
の
ベ
タ
塗
り
で
省
略
さ
れ
て
い

ま
す
。描

き
方
に
お
け
る
も
う
一
つ
の
相
違

は
、
服
装
で
す
。
特
に
目
に
付
く
の
は
、

か
ぶ
と

騎
馬
の
武
士
の
火
事
装
束
の
う
ち
、
兜
に

し
こ
ろ

取
り
付
い
た
鈍
で
、
生
地
の
段
々
の
重
な

り
や
紋
な
ど
が
、
Ｂ
Ｙ
Ｕ
本
よ
り
も
津
山

震凄雲

Ｉｰ

司匡か

.綴

〆

認
緯
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石

弓

《
付
記
》
最
後
に
、
ア
メ
リ
カ
に
渡
っ

た
火
消
行
列
絵
巻
の
所
在
情
報
を
知

ら
せ
て
く
だ
さ
っ
た
、
ジ
ャ
ッ
ク
・
ス

ト
ー
ン
マ
ン
氏
を
は
じ
め
と
す
る
ブ

リ
ガ
ム
・
ヤ
ン
グ
大
学
の
関
係
者
の
皆

様
に
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

〆…シ

くぎ，万）産、垂、

Ｐ
Ｂ
Ｂ
‐
ｂ
ｐ
ｂ
ｂ
雨
脚
。
●
絢
一

ー

曲
儲ｌり

・
迩
罵
震

一
が
醗
勢
嬢

‘1Ｊ

一
酔
夢
鐸
鐙

写真９：ＢＹＵ本の二番手行列のうち鳶

｡.擁
．秘

山
本
に
は
外
題
が
無
い
た
め
、
仮
に
こ

の
よ
う
な
名
称
を
与
え
て
い
ま
す
。

③
Ｂ
Ｙ
Ｕ
本
の
絵
巻
に
付
属
す
る
ノ
ー

ト
に
、
内
容
・
寸
法
・
購
入
日
・
購
入

先
・
購
入
価
格
が
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

④
津
山
本
は
、
や
や
硬
い
紙
を
裏
打
し
て

表
紙
だ
け
付
け
た
状
態
で
す
。
当
館
所

蔵
の
松
平
家
行
列
絵
巻
は
、
本
稿
の
火

消
行
列
絵
巻
以
外
に
も
数
種
類
あ
っ

て
、
そ
れ
ら
を
収
納
す
る
木
箱
の
中
に

「
津
山
藩
行
列
下
絵
未
表
装
」
と
謀
か

れ
た
封
筒
が
あ
り
ま
す
。
ど
の
図
が
未

表
装
で
あ
っ
た
の
か
特
定
で
き
ま
せ

ん
が
、
津
山
本
の
現
状
の
仮
表
装
は
、

あ
る
い
は
当
館
の
前
身
に
当
た
る
津

山
郷
土
館
の
時
代
に
な
さ
れ
た
も
の

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

⑤
当
館
の
特
別
展
図
録
『
行
列
を
組
む
武

士
た
ち
Ｉ
津
山
藩
松
平
家
の
行
列
図

よ
り
ｌ
』
（
平
成
詔
年
山
月
発
行
）
釧

頁
。

⑥
津
山
藩
松
平
家
文
番
（
当
館
所
蔵
・
岡

山
県
指
定
重
要
文
化
財
。
以
下
、
文
書

名
の
み
を
記
し
、
所
蔵
・
文
化
財
指
定

の
表
記
は
省
略
）
Ｅ
２
１
２
１
ｌ
５
８

「
江
戸
日
記
」
安
政
６
年
１
～
６
月
。

⑦
津
山
藩
松
平
家
文
書
Ｄ
５
１
躯
「
御

家
中
之
面
々
火
事
装
束
之
粗
」
。
こ
の

資
料
は
、
津
山
郷
土
館
報
第
皿
集
『
津

山
町
火
消
資
料
』
（
昭
和
死
年
９
月
発

行
）
に
、
文
字
の
翻
刻
と
絵
の
モ
ノ
ク

ロ
図
版
が
収
録
さ
れ
て
い
ま
す
。

⑧
津
山
藩
松
平
家
文
諜
Ｃ
１
１
Ｍ
「
浅

草
火
之
御
番
御
行
列
」
天
明
３
年
４

月
。
Ｃ
１
１
咽
「
御
出
馬
御
行
列
」

Ｄ１ｑ

ｐＥ

７

天
明
３
年
４
月
。
Ｃ
１
１
印
「
浅
草

御
蔵
火
之
御
番
御
行
列
帳
」
文
政
咽

年
４
月
。
Ａ
１
１
詔
「
諸
御
供
立
」

の
う
ち
「
嘉
永
五
壬
子
年
／
浅
草
御

蔵
火
之
御
番
被
為
蒙
仰
候
節
／
一
番

手
方
三
番
手
迄
行
列
井
／
御
出
馬
御

行
列
」
・
こ
の
う
ち
Ｃ
１
１
Ｍ
と
Ｃ
１

１
岨
は
同
年
月
で
す
が
、
前
者
は
一

～
三
番
手
の
行
列
の
み
な
の
で
、
こ

の
２
点
で
一
組
の
資
料
で
汀
併
お
け

⑨
唯
一
の
違
い
は
、
一
一
番
手
の
玄
蕃
桶
と

錐
僻
の
間
に
輔
蹄
《
崎
職
が
い
る
か
否

か
で
す
。
文
政
と
嘉
永
の
供
立
帳
で
は
、

一
～
三
番
手
に
共
通
し
て
、
こ
の
位
置

に
中
間
小
頭
が
い
ま
す
の
で
、
お
そ
ら

く
絵
巻
作
成
時
に
描
き
忘
れ
た
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

⑩
前
掲
⑤
の
特
別
展
図
録
の
解
説
「
津
山

藩
主
松
平
家
の
参
勤
交
代
と
大
名
行

列
図
の
作
成
経
緯
」
卵
頁
。

〆〆ぞずぐぞ

Ｆｒ▼

フ

行
お
わ
り
に

二
つ
の
火
消
行
列
絵
巻
を
比
較
し
て

き
ま
し
た
が
、
今
後
の
調
査
研
究
を
進
め

る
う
え
で
、
絵
巻
の
作
成
時
期
や
経
緯
の

検
討
も
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
火
消
行
列
絵
巻

鵬
鰭
盤
灘
蝋
鋤
Ⅷ
耀
肺
測
硝

鐸
帥
肺
胤
糾
蛾
加
雷
伽
継
榊
脈
肌
就
岨
評
批
淑
、

う
さ
ら
な
る
検
討
が
必
要
で
す
。

伽
ま
た
、
松
平
家
の
火
消
行
列
絵
巻
を
取

行
り
扱
う
以
上
は
、
江
戸
の
大
名
火
消
全
体

の
中
で
松
平
家
が
占
め
て
い
た
位
置
付

け
も
把
握
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

こ
う
し
た
点
を
今
後
の
課
題
と
認
識

鳶
し
て
、
本
稿
を
締
め
く
く
り
ま
す
。

ち一
つの

注

制
①
平
成
”
年
５
月
Ⅳ
日
付
の
『
朝
日
新

剰
聞
』
朝
刊
岡
山
版
、
『
読
売
新
聞
』
朝

番
刊
岡
山
版
、
『
山
陽
新
聞
』
朝
刊
社
会

唾
面
、
『
津
山
朝
日
新
聞
』
夕
刊
一
面
、

本
お
よ
び
翌
旧
日
付
の
『
産
経
新
聞
』

軸
朝
刊
岡
山
版
、
同
月
銅
日
付
の
『
毎

：
日
新
聞
』
朝
刊
岡
山
版
に
記
事
が
掲
載

伯
さ
れ
ま
し
た
。

顎
②
舗
柵
準
柵
揃
皿
躍
吋
祁
侭
州
醒
捌
珊
鯛

写真８：津山本の藩主出馬

行列のうち供頭騎馬

ノ

蹄
す
。
そ
れ
に
対
し
て
Ⅱ
は
、
作
成
段
階
で

唾
鵬
加
州
此
州
酢
隙
雲
鵬
小
祁
拝
鮎
町
伽
切
淋
帥

肺
臓
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。
津
山
本

別
ち
は
下
書
と
し
て
、
Ｂ
Ｙ
Ｕ
本
よ
り
先
に
作

：
う
成
が
始
ま
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

７
の

真
列

写
行
お
わ
り
に
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